
【パラグアイで過ごしたクリスマス】
 クリスマスイブは、パラグアイでの家族たちと過ごしました。⽇本では、クリスマスを恋⼈や友⼈と過
ごす⽂化もありますが、パラグアイでは家族と過ごすことが⼀般的だそうです。もし恋⼈や友⼈とも⼀緒
に過ごしたい場合は、家族の集まりに招待するそうです。イブの夜に家族で集まり⾷事をし、12時ちょう
どになったときには「フェリス ナビダッド」（スペイン語でメリークリスマスという意味）と⾔いなが
ら、みんなでハグをします。パラグアイでは、⽇常的な挨拶や会話でもハグをします。⾔葉だけに頼らず
に「あなたのことが好きだよ。」「あなたの味⽅だよ。」「⼤丈夫だよ。」と、温かい気持ちを伝え合う
ために⽼若男⼥関係なくハグをする⽂化が、私はとても素敵だと思っています。
 今年のクリスマスイブとクリスマスは残念ながら両⽇とも⼤⾬でした。イブの夜はずっと停電していた
ため、キャンドルの灯りで⾷卓を囲みました。いつもは厄介だと思う停電も、この時だけは悪くないなあ
と思えました。
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“クリスマスツリー”と“Pesebre”という名前のキリスト降誕の場⾯を表した⼈形⼀式を⽤意するそうです。

パラグアイの⼦どもたちは
クリスマスイブにサンタさんから

プレゼントをもらわず、
1⽉6⽇(三賢者の⽇)に親からプレゼントを

もらう家庭が⼀般的だそうです。
靴下ではなく靴の中に

欲しいものを書いた⼿紙を⼊れて
お願いするそうです。



【ひとこと】
 早いもので残りの任期が半分（1年）となりました。振り返る
と1分1秒が⻑すぎると感じたとき、思わず涙が出てきたとき、
はらわたが煮えくりかえる思いをしたときなど、いろいろありま
したが、⼀度も病院にお世話になることなく⼼⾝ともに健康に過
ごせたことへの感謝と誇りを感じています。引き続き健康維持と
防犯対策に関しては気を緩めることなく、努めていこうと思いま
す。
 活動に関しては、その都度正⾯から向き合い全⼒で取り組んで
きたつもりですが、果たしてそれが現地の⽅々の役に⽴てたかど
うかは⾃信が持てません。帰国する際にもその思いは拭いきれな
いかもしれませんが、無駄なことは1つも無いと信じています。
良かれと思ってとった⾏動が、すべて意図した通りに誰かの役に
⽴てるとは限らないと思っています。しかし、思わぬところで誰
かが影響を受けてくれたり、繋いでくれたりするなど、そういっ
た⼩さな奇跡に遭遇したことも多々あった⼀年でした。今後も⼀
つ⼀つの問題やパラグアイの⼈たちに対し、誠実に向き合い続け
ていこうと思います。

【新年を迎えました】
 クリスマスと同様に年越しを、⽇本から遊びに来てくれた友⼈とパラグアイの家族たちと⼀緒に迎えま
した。私の友⼈をすぐに家族の⼀員として迎え⼊れてくれた家族たちのことがもっと⼤好きになりまし
た。⾊とりどりの美味しい料理を⾷べ、12時ちょうどには「フェリス アーニョ ヌエボ」(スペイン語で
あけましておめでとうという意味)と⾔いながらシャンパンで乾杯をしました。その後は、花⽕や爆⽵で盛
り上がりました。普段から花⽕や爆⽵、バイクのエンジンの爆発⾳などがよく聞こえてきますが、この⽇
は⼀晩中「パンッ パンッ」という⾳が鳴り⽌みませんでした。


